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技術職員による丸太生産事業
北海道演習林 丹羽悠二

北海道演習林では天然林木材生産におけるきめ細かな作業方法の確立、高性能林業機械の導入試験、森林作業の継承
や開発などを目的に技術職員による丸太生産事業（以下、丸太生産）が行われている。

丸太生産は4～6月の前期と9～11月の後期の2時期（6ヶ月間）に分けて行わ

れる。
生産された丸太へのカビの侵入などによる品質の低下を防ぐため、冬山造材

（積雪期に丸太生産を行う）が望ましいが、積雪による遺失材の増加や除雪費
などの経費の増大などの理由から最も気温の上がる7、8月を除いた時期に丸

太生産を行っている。

丸太生産現場では学生、来演者への現場説明、作業実演なども行っており、今年度は21団体、343名の見学者

対応を行った。

土場の積雪 08年11月10日木口から侵入したカビ

IUFRO（国際林業研究機関連合）エクスカーション
での作業説明 08年6月

人力による木直し作業(1918年）

丸太生産は1907（明治40）年度に始
まったとされており、1976（昭和51）年
度に完全直営化された。現在は伐倒
などの一部業者請負で行われる作業
を除き、技術職員6名で作業を行って
おり、今年度の丸太出材量は2,300㎥、
販売金額は3,300万円であった。

技術職員による丸太生産事業での出材量と販売金額

教育・研究

作業時期

２人１組での玉切り 08年6月
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冬山での馬を使った丸太搬出（1918年)

生産係では学生や研究者の調査補助のほか
にも、技術職員により優良広葉樹の採材方法
に関する報告や野生動物（ナキウサギ、エゾシ
カ、鳥類）の動態、林産物を使った教材の開発、
キノコの天然下における発生状況など様々な
分野での試験研究が行われている。

学生実習での作業実演 08年9月
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採材は木材市況、樹種による用途などに配慮し作成された、採材仕様書に
基づいて行われる。運び出された木1本1本を注意深く観察し、よりよい丸太が

採れる位置でチェーンソーを用いて切断する。採材された丸太は日本農林規
格に定められた規格に沿って品質、形量検査を行いその表示は極印、木材
チョークを用いて行う。

丸太生産は重機オペレータ2名、チェーンソー2名、品等格付け2名の6名1チーム（生産係5名、他係からの応援1名）

で行われる。

請負業者によって伐倒、枝払いされた
伐倒木はグラップルスキッダ（オペレータ
1名）を用いて集材される。通常行われて

いるウインチによる巻き取りではなく、グ
ラップル（はさみ状の装置）を用いるため
キャビンから降りることなく一人で作業が
行える。伐倒木は枝払いまで行われてい
るため全幹（ぜんかん）での集材となる。

土場（作業場）まで運ばれた伐倒木は規格寸法での玉切り（採材）、品等
格付けを行う。

検査が完了した丸太は、用途（柱材、チップなど）によって分けられ、グラップル付きバックホウ（オペレータ1名）

を用いて土場に集積される。

このように生産された丸太は土場に積み上げられた状態で、生産販売係によって入札方式により販売される。

採 材 仕 様 書  

                                                       2008 年 9 月 4 日

直営生産  13 林班   平成 20 年度後期 

 

  樹   種   径  級    長   級    備    考  

エゾマツ  一般材  

 

 20 cm上   3.65m主体 (延寸 10cm）

 2.7m(2.83) 

32cm上は 2.7m(2.83)も可  

 

トドマツ    〃   20 cm上   3.65m主体 (延寸 10cm） 2.7m(2.83)も可  

ザツカバ   一般材   20 cm上   2.4m基本  30cm上  ⅠⅡ等  2.6～ 3.2 木なり  

ザツカバ     〃   20 cm上   2.1mもあり  

ナラ         〃   20 cm上   2.4m上 2.6m主体 40cm上  ⅠⅡ等  30cm上なるべく長く短い銘木有 

セン         〃   20 cm上   2.6m上  40cm上  ⅠⅡ等  2.6  3.0  4.0  5.2m 

シナ         〃   20 cm上   2.1m基本  30㎝上  木なり   

ホオ         〃   20 cm上   2.4m上  3.0m 34cm上  ⅠⅡ等      3.0m上  

キハダ       〃   24 cm上   3.0m主体   36cm上  ⅠⅡ等      3.0m上  

アサダ       〃   20 cm上   2.4m   3.0m 36cm上  ⅠⅡ等  2.6  3.0  4.0m 

ニレ         〃   20 cm上   2.4m   2.6m 36cm上  ⅠⅡ等  2.6  3.0  4.0m 

イタヤ       〃   20 cm上   2.1m主体  1.8m上可  30cm上良材は長く採 3.0  4.2  6.0m 

その他 L     〃   20 cm上   1.8m上  3.0m  

針葉樹   低質材    1.8m上  3.65m主体  18cm下と20cm上分けて椪積み  

広葉樹     〃    1.8m上   

                         

ザツカバ、ナラ、シナの良材については銘木市丸太の採材と同じように出来 るだけ長く採る。  

運材車のボディー長を考え最大長 10.5m とする。  

銘木扱いの広葉樹は最低でも延寸 10cm。  

ザツカバ、シナ、イタヤは、ふけ等で木口から材質が劣化する時期なので、 2.2m 以上で採材。   

 ＊  はい積みについて  

銘木級は別に単独で平積みし、購買業者が丸太を熟覧できるようにする。  

広葉樹はすべて一緒のはいで良いが、見やすいように積む。  

針葉樹の一般材は 3.65m 材・2.7m 材。 低質材 18 ㎝下・低質材 20 ㎝上。 

広葉樹は長材（ザツカバ、ナラ、セン）・一般材・低質材。  

したがって，１土場で 7 はい。  

グラップル付きバックホウ(コマツ製PC200）
アーム先端のはさみ状の装置で丸太をはさみ移動させる

集材用グラップルスキッダ（CATERPILLAR製D4H）

機体後部のはさみ状の装置により丸太をつかみ込み運ぶ

寸法測定に用いるさし（測定棒） 規格寸法に測定 チェーンソーによる玉切り 品等格付け

土場に積み上げられた針葉樹丸太（柱材）

作業内容

ウインチを用いた一般的なブルドーザ集材
（1972年北海道演習林）

丸太の太さ、長さ、品等を表示

入札を待つ丸太

全木（枝も付い
ている状態）

全幹（枝が切り離され幹のみ、
木元から梢端まで）

枝払い


